
ICTや AI等の新技術を活用した食品ロス削減に効果的なビジネス 

団体名または企業名 みなとく株式会社 

代表者 役職・氏名 代表取締役 沖杉大地 

担当者名 役職・氏名 同上 

住所 東京都新宿区西新宿 6-8-1住友不動産新宿オークタワー 

電話番号 03-6844-3450

E-mail info@nofoodloss.com 

ビジネス名 No Food Loss 

ビジネス概要 

食品ロスの解決を目的とし、コンビニエンスストアや小売店において販売

期限や季節限定パッケージなどの理由からまだ食べられるのにやむなく

捨てられてしまう商品がクーポン形式にて発行されお得なお買い物が楽し

めるアプリです。 

購入金額の一部は、特定非営利法人TABLE FOR TWO International

を通してアフリカやアジアの子ども達の給食費として寄付される仕組みで

す。 

特徴としては、販売期限が切れて「棚から下げた商品」を、捨てるのではな

く、「店内の別の場所にて保管」し、「食品ロスの情報」をユーザーに発信

することで、消費・賞味期限間近まで販売することができることです。 

対象業種 食品小売業・ホテル 

対象地域 全国 

食品ロス削減の効果 

2019年 2月のリリース以後、コンビニエンスストアなどの小売店約 100

店舗に導入し、累計で約3万個の食品ロスを販売できました。店舗から出

品された食品ロスのうち約4割をユーザーに販売し、店舗当たりの確実な

食品ロスの削減と収益改善につながっております。寄付できた給食数は

1400食以上です。 

また、ホテルでは余ってしまった朝食ブッフェの情報をユーザーに発信し、

ランチボックスにて販売しています。実験を開始した 9 月から 3 ヶ月間で

20 個のランチボックスを販売することができました。出品に対して 9 割以

上が購入されることからも、実験は継続し、ホテルブッフェの食品ロスの削

減の一助を目指します。 
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ビジネス 
開始時期 

2019年 2月 1日 

料金目安 
食品関連事業者側がアプリを通して販売できた商品金額の 20% 

（例）定価 100円の商品を 50円にて販売した場合、10円(20%)の手数料 

提供実績 （2019年 2月～継続中）   



ビジネス名：No Food Loss

概要

写真、図表等

効果

会社名 みなとく株式会社 担当 沖杉

連絡先 03-6844-3450
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対象業種・対象地域

対象業種：食品小売業・ホテル
対象地域：全国

コンビニなどの食品
ロスを割引クーポン
として、ユーザーに
通知・表示し、購入
を望むユーザーが
来店することで、食
品ロスを販売するこ
とができるサービス
です。

【累計実績】 ２０１９年２月〜継続中（1月16日現在）
導入店舗数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約１００店舗
食品ロスの販売数・・・・・・・・・・・・・ 約３万食
出品した食品ロスの購入割合・・・・約４割
寄付できた給食数・・・・・・・・・・・・・ １,４００食以上

【１店舗あたりの１２月の販売実績】 新宿区のコンビニ
登録した食品ロスの個数・・・・・・・・６２９個
購入された食品ロスの個数・・・・・・４４７個
利用したユーザーの数・・・・・・・・・・４９人

廃棄販売
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3  ビジネスモデル ： スキームと特徴

ア
プ
リ

①食品ロスを登録

②クーポンの
通知・表示

③来店してQRコード認証で
利用可能

④手数料請求

⑤利益の一部を寄付

販売 廃棄

クーポンを通知

販売期限

PCT国際特許出願済

消費・賞味期限

棚から
下げた
商品が
対象

販売期限と消費（賞味）期限の間を解放

クーポン ＝ 食品ロスが
買える権利

コンビニ
⼩売店

ユーザー

■通常の販売の流れ

■アプリを利⽤した流れ

ビジネスモデル
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5  ビジネスモデル： 販売の流れ（ １ ）

ロス発生から販売まで

対象となる商品とユーザー同意の上での販売

登録

ロス
発生

専⽤BOXへ 認証後販売

売上

１ 登録
１ 分
未満

ユーザー

店舗

お店に⾏く

通知

レジで認証

購入

販売期限切れ 消費・ 賞味期限が切れる3 0分～数日前

キズ・ 凹み 缶コーヒーなどのペコ缶、 外袋の破損など

季節限定パッ ケージ 季節やイベント 限定のパッケージ商品

カンタンな操作で、スタッフに負担をかけません

ユーザーは「 上記理由の商品であること 、 商品の保存場所や方法が
通常とは異なること 」 に同意し、 「 商品の状態を確認し てからのお
支払い」 となるため、 商品の渡し間違いやお客様とのト ラブル軽減
できます。

⾃由な
⽀払い
⽅法

対象となる主な商品

ユーザーの同意の上で販売する仕組み



ICTや AI等の新技術を活用した食品ロス削減に効果的なビジネス 

団体名または企業名 株式会社ＲＥＡＲＳ 

代表者 役職・氏名 後藤 靖佳 

担当者名 役職・氏名 小出 真由美 

住所 大阪府大阪市西区京町堀 1-4-9 京町橋八千代ビル 4階 

電話番号 06-6574-1500

ＦＡＸ番号 06-6571-5855

E-mail goto@rears.co.jp 

ビジネス名 余剰食材シェアリングアプリ FOOD PASSPORT 

ビジネス概要 

FOOD PASSPORT は、飲食店の食品ロス削減を目指した月額定額

制のサービスです。飲食店は初期・月額費用 0円。ユーザーは、月額 980

円で月 10回まで掲載店舗のおまかせメニューを食べられるアプリサービ

スです。2018 年 10 月にリリースし、掲載店舗数は、関西・関東合わせて

1,200 店舗超え。フードシェアリングサービスでの加盟店舗数は No.1。

（※2019年１１月時点にて） 

対象業種 外食産業 

対象地域 
東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県・大阪府・京都府・兵庫県・奈良県・ 

和歌山県・滋賀県 

食品ロス削減の効果 

飲食店で様々な理由から出てくる食品ロスになりそうな食材を利用して、

日々提供されているメニュー点数は、1,000 点以上／日が掲載されてい

ます。現状、1,000 点以上の消費まで至っておりませんが、1 食あたりを１

５０g と仮に計算した場合、150kg／日が削減効果になります。 

当社では将来 2030 年までに 643 万トンの食品ロス半減を目標にサー

ビスを提供しております。 
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飲食店の余剰食材をシェアリング
おまかせメニューの月額定額制サービス

①余り食材のメニューをアップ ②お客様が来店 ③余った食材で作ったメニューを提供。
ワンドリンク制でお店の売上にも貢献♪（月額課金したお客様を店舗へ送客いたします）

余った食材を有効活用しませんか？

急な大雨、予約のキャンセル、余った食材、アイドルタイム

ご利用料金0円
飲食店様の費用は一切なし！0円でご利用いただけます

FOOD PASSPORT 飲食店

＜料金・サービスイメージ＞

©REARS.inc.All Rights Reserved.

月額料金980円

売上の２％は
社会活動団体への寄付

月額料金の３０％

おまかせメニュー

1ドリンク＋αのオーダー

一般ユーザー
（月間10回、1日1回利用可能）余剰食材 余剰食材

削減分
フードパスポート

分配金

余剰食材

ワンドリンク＋α
オーダー分

原価率改善
新規集客

飲食店様の
メリット

これらを解決するアプリサービスです

（メニュー登録は１度でOK）

使い方は簡単!!



ICTや AI等の新技術を活用した食品ロス削減に効果的なビジネス 

団体名または企業名 Render株式会社 

代表者 役職・氏名 代表取締役社長 森田 喜知也 

担当者名 役職・氏名 代表取締役社長 森田 喜知也 

住所 岐阜県岐阜市城東通 3-17-2 

電話番号 058-201-0444

ＦＡＸ番号 058-201-0666

E-mail support@render.co.jp 

ビジネス名 割引・特売・詰め放題ショッピングサービス「Render」（レンダー） 

ビジネス概要 

商売をされている方が、抱えている様々なロス（労力・経費・廃棄など）を、

削減しながら、消費者のニーズと上手く連動させた、今までにないWebシ

ョッピングにおける新しい買い物の仕方を提供。 

今まで出ていたロスの「－」を少しでも減らせられるように、またはそれが

「±0」や売上として「+」になる手段の一つになることで、食品ロス削減寄

与を目指しています。 

購入者に向けては、ただ単に決まった数を販売するのではなくて、ゲーム

性を持たせる販売方法により「楽しく、おトク感」を持たせることができ、全

国に潜在している、傷モノや規格落ち品、B 品、訳あり品を欲しいという方

へ販売提供。販売者も購入者も喜べる仕組みです。 

対象業種 食品製造業・食品卸売業・食品小売業・その他（農業・水産業） 

対象地域 全国 

食品ロス削減の効果 

食品に係わる、傷モノ（自然災害で被災）や規格落ち品（製造品質の過

程）での、B 品（季節外れ品）、訳あり品（賞味期限間近）が発生してし

まった場合に、Renderでリアルタイム出品。 

（例）傷物のリンゴが 1000 個ある。廃棄するのは勿体ないし、損害が出

る。でも傷があり通常流通には出荷できない。傷があるだけで味は同じ

なのに。よし Renderで詰め放題で出品しよう！ 
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（出品内容） 

1000円でリンゴ詰め放題。ゲームレベル 1。（平均連打回数 15回） 

なので、消費者の方はゲームにチャレンジしスマホの画面を叩いた個数分 

だけ届くリンゴの数が変わる。＝消費者は叩くほどお得に！ 

さらに叩けば叩くほど食品ロスに回るリンゴが減っていく＝食品ロス削減 

に自然に寄与！  

ビジネス 
開始時期 

2019年 10月 1日～ 

料金目安 
食品関連事業者側・・・月額費用０円、更新費用 0円、販売手数料 10% 

消費者側・・・アプリ無料ダウンロードでサービス利用可能。 

提供実績 
 （2019年 10月～2020年 1月） 

出店登録者数は 50社弱   






